






委員会視察成果報告書 

 

令和７年１０月２９日 

犬山市議会議長 

 

 

議員名 沼靖子   

 下記のとおり、視察の成果を報告いたします。 
 

(1) 視察年月日      令和７年１０月７日(火)  

 

(2) 視 察 地 東京都武蔵野市 

(3) 視察の種類 総務委員会  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4) 視 察 成 果 
 
(視察地ごとに記入) 

別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

(5) 犬 山 市 に 

 

  対する提言 

別紙のとおり 

 

 

 

 

 
 



① 視察報告 

武蔵野市では、老朽化した庁舎の更新に伴い、平成 24 年 10 月に新庁舎建設工事を着工し、

平成 26 年 12 月に完成。事務が開始された。 

本市の消防は東京消防庁の管轄下にありつつも、災害時に通信が途絶した場合でも、各消防

署が単独で活動できる体制を整備している点が特徴である。 

・省エネルギー設計 

 事務フロアでは、職員がこまめに照明を消灯できるよう、吊り下げ式オン・オフスイッチ

の蛍光灯が設置されており、時間外の電力使用を抑制する工夫がなされている。 

・動線を考慮した休憩スペース 

 職員休憩室は地下に設けられており、出動時に上階へ移動するだけで現場対応が可能と

なる設計。迅速な行動につながる配置となっている。 

・健康管理に配慮した空間設計 

 男性職員の個室はあえて設けず、体調不良や精神面の不調を見逃さないための「見える設

計」とした点が印象的であった。 

 一方で地下休憩スペースの換気面への懸念も示されたが、通気性を確保する構造とし、職

員の健康維持と防災対応の両立が図られている。 

・長寿命化への意識 

 担当者からは、「消防庁舎は 60 年使用を想定して整備している」との説明があり、維持管

理計画と耐震性・機能性の両立を重視していることがうかがえた。 

② 犬山市への提言 

・災害時の自立的対応力の強化 

 通信途絶時でも初動対応を可能とする「自立型運用」の考え方は、犬山市消防本部の新庁

舎整備にも参考となる。 

 災害対策本部との通信確保だけでなく、署単位での情報伝達・判断体制を平時から訓練し

ておくことが重要である。 

・健康・チームワークを支える空間設計 

 個室を減らすことで職員の異変に気づきやすくする配慮や、休憩スペースの配置（地下を

活用）など、「働く人の健康と出動のしやすさ」を意識した設計思想は、今後の庁舎建設や

市役所の職場環境整備にも参考になる。 

 



委員会視察成果報告書 

 

令和７年１０月２９日 

犬山市議会議長 

 

 

議員名 沼靖子   

 下記のとおり、視察の成果を報告いたします。 
 

(1) 視察年月日      令和７年１０月８日(水)  

 

(2) 視 察 地 静岡県掛川市 

(3) 視察の種類 総務委員会  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4) 視 察 成 果 
 
(視察地ごとに記入) 

別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

(5) 犬 山 市 に 

 

  対する提言 

別紙のとおり 

 

 

 

 

 
 



① 視察報告 

掛川市では「人口減少時代においても市民サービスを安定的に提供する」ことを目的に、 

働き方改革 1.0（H29～）から 2.0（R6～）へと発展させている。 

その根底には「職員の Well-being」と「エンゲージメントの向上」という明確な理念がある。 

・働き方改革 1.0 の取組（H29～R4） 

目的：職員数減少に対応できる仕組みづくり 

具体策： 

AI・OCR の導入による事務効率化（業務削減率 90～95％） 

HP に AI チャットボット導入（対人業務削減） 

 

成果：職員 1 人あたりの時間外勤務時間を平成 27 年度比で 30％削減であった 

・働き方改革 2.0 の取組（R5～） 

職員の数が減っても「市民サービスの質を下げない」ため、 

働きがい・働く環境・コミュニケーションの３つを柱に改革を進めている。 

・ポイント 

働きがい： 

 やる気やチャレンジ精神を引き出す。成果や成長を実感できる仕組みづくり。 

働く環境： 

 ワークライフバランスの実現、柔軟な働き方（テレワーク・時差勤務など）。 

コミュニケーション： 

 双方向の対話を重視し、組織の Well-being を支える文化の醸成。 

・エンゲージメント（職員の意識改革） 

掛川市ではエンゲージメントを「職員一人ひとりが自分の仕事に誇りと情熱を持ち、市民の

幸せのために挑戦している状態」と定義。これを“選ばれる市役所”の根幹と位置づけている。 

・エンゲージメント向上による効果 

離職率の低下 

生産性の向上 

チーム連携の深化 

KPI・市民満足度の向上 

心身の健康維持・挑戦意欲の持続 

・組織風土調査（令和 6 年度）結果から 

「上司が部下のために時間を取ることができている」：65％ 

「意見を言いやすい雰囲気がある」：63％ 

「目的意識・主体性を持って行動している」：74％ 

→ 数値としても、上司・部下間の信頼と主体性が根づきつつあることが伺える。 

 



・その他の特徴的取組 

市長・副市長・部長級が職員と直接交流する場を定期的に設けている。 

「ありがとう」「助かった」など、感謝の言葉を文化として根づかせる意識共有。 

DX リーダー研修（2 年間）を通じ、生成 AI を活用できる職員を育成中。 

意識改革を継続的に実施（単発ではなく“定期的に”仕組み化）。 

 

② 犬山市への提言 

・改革の本質を「時間削減」ではなく「意識改革」として捉える 

掛川市は「残業削減」が目的ではなく、“生産性とやりがいの両立”を目的としている。 

犬山市も庁舎窓口時間の短縮を進める中で、単なる「時短」ではなく、 

「どうすればより良い市民サービスが維持・向上できるか」という視点を軸に置くべき。 

・管理職のマネジメント力強化とコミュニケーションの再設計 

部長級が率先して 1on1・感謝の言葉の共有などを実践している点は参考になる。 

「忙しいからできない」ではなく、“ありがとう文化”を浸透させる仕組みを作ることが鍵。 

犬山市でも管理職・若手職員を対象にした組織マネジメント研修を継続化することを提案

したい。 

・採用・定着に向けた「価値観の多様性」への理解 

掛川市では若手職員の意識を“変化に前向きな方向”へ導くため、 

部門横断的なプロジェクトや DX 研修を通して育成している。 

犬山市でも、新規採用職員の「変化を求めない傾向」をどう柔らかく支援していくかが課題。 

→ 採用段階から“共感できるビジョン”を明確に伝える必要。 

・庁内横断のコミュニケーション促進 

掛川市は「所属を超えた風通しの良さ」が組織文化として根づきつつある。 

犬山市も 12 月からの窓口時間短縮を契機に、部署を越えた協働や情報共有の仕組みを強化

するチャンスである。 

 


